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【今号の主な内容】

Ｐ① 年頭の挨拶

Ｐ② 〃

Ｐ③ 〃

Ｐ④ ことわざ・次回案内
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温故知新

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

安
全
衛
生
協
力
会
会
員
各
社
の
皆
様
と
、
当
社
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
し

い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
災
害
防
止
活
動
に
積
極
的
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
を
少
し
振
り
返
り
ま
す
と
、
侍
ジ
ャ
パ
ン
世
界
一
の
ニ
ュ
ー
ス
を
思
い
出
し
ま
す
。
大

谷
選
手
を
は
じ
め
と
す
る
選
手
た
ち
の
活
躍
と
勝
利
に
対
す
る
執
念
に
、
と
て
も
気
持
ち
が
熱
く

な
り
ま
し
た
。
改
め
て
努
力
を
重
ね
、
諦
め
な
い
心
の
強
さ
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

年
は
「
干
支
の
辰
」
に
あ
や
か
り
、
登
り
龍
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
で
行
動

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
今
年
は
、
四
月
か
ら
の
「
働
き
方
改
革
」
や
慢
性
的
な
人
手
不
足
に
備
え
、
ベ
ト
ナ
ム
実
習
協

議
会
九
期
生
の
雇
用
、
十
期
生
の
募
集
と
活
動
を
続
け
、
客
先
で
あ
る
上
場
企
業
発
信
で
の
業
界
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
、
若
年
層
の
雇
用
に
向
け
て
の
活
動
に
も
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。弊

社
は
、
七
十
年
以
上
熱
絶
縁
工
事
業
者
と
し
て
、
社
会
に
貢
献
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
野
田
工
業
は
義
理
を
忘
れ
な
い
、
約
束
は
必
ず
守
る
、
礼
節
を
重
ん
じ
る
人
間
組
織
で
あ
る
よ

う
精
進
し
な
が
ら
、
地
球
が
抱
え
る
問
題
「
脱
炭
素
」
に
対
し
、
熱
を
絶
つ
、
熱
を
保
つ
技
術
で
社
会

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
新
し
い
年
も
、
弊
社
と
安
全
衛

生
協
力
会
会
員
各
社
、
関
係
者
各
位
の
方
々
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
私
か
ら
の
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

野
田
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

関
口

嘉
之



第164号2024年1月1日 ④　おんこちしん

【 職長会のお知らせ 】

★日時 2024年2月20日(火）

★時間 18時00分～

★会場 銀座ユニーク７丁目 N302

ことわざ ・格言にならう安全衛生訓

「触れなば落ちん風情」とは、男性がちょっと誘いの手を伸ばせば、花がこぼれ

落ちるようにその誘いの手に応じてくる、機が熟し艶然(えんぜん)とした女性の様

子のことをいいます。

こういう女性を前にすると大方の男性はちょっと触ってみたくなるものです。で

も、やはり「触らぬ神に祟りなし」で、グッとこらえているようです。

さて職場の棚の上や、高所の作業床の上に風や振動で「触れなば落ちん風情」の

落下危険物はないでしょうか。作業台の上に物をはみ出して置いたために自分のか

らだに触れて落下し、足を怪我するなどはよくあるケースです。

高所からの飛来・落下による災害は、全労働災害の約６％（建設業では約１

０％）にも及び、災害原因の大きなウエイトを占めています。これらの飛来・落下

災害を防止するためには、高所のものが落下しないような対策を行うと同時に、高

所作業場等では立入禁止の措置や保護帽の着用をガッチリ行いましょう。
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新年あけましておめでとうございます。

旧年中は大変お世話になり、心より感謝いたしております。

昨年の目標の一つに「多くの現場に関わり、私を覚えてもらう」というものがありました。いざ一人で現場

に入ってみると、あれもこれもと不明点が出てきて皆様に教えていただくことばかりでしたが、現場でお会

いする機会が増えたこと、コミュニケーションが取れたことが純粋に嬉しく目標達成ができたと思っており

ます。

今年は「動」を軸に「自分の役割を全うする」、「学びを行動で返す」ことを目標とします。昨年得た学びや

気づきをバネに、より一層精進して参りますので引き続きどうぞよろしくお願いいたします。

暖冬とは言われておりますが、どうかご自愛ください。ご安全に！

工事営業部 佐藤 由奈

新年あけましておめでとうございます。

また、旧年中は大変お世話になりましたこと心より感謝申し上げます。

今年の4月で野田工業に入社して4年目に突入します。安全書類やCCUSの対応にもだいぶ慣れてきましたが、

何事も慣れからくる油断がミスを生むものだと思いますので、今年も慢心せず、またインボイス制度のような時代と

ともに変化することとも上手く付き合いながら業務に取り組んでいきたいと思います。

繁忙期を迎え慌ただしくなるかと思いますが、皆様が現場にスムーズに入場できるよう微力ながら努力いたしま

すので、何かあればお気軽にお声がけください。今年も何卒よろしくお願い申し上げます。

本年も皆様の無病息災をお祈り申し上げ、新年の挨拶とさせていただきます。ご安全に！

工事営業部 深澤 菜海

新年あけましておめでとうございます。

皆様におかれましては新春を清々しい気持ちでお迎えのこととお慶び申し上げます。

また、旧年中は社内外を問わず大変多くの方のお世話になりましたことを深く感謝申し上げます。

昨年まではコロナ禍による厳しい状況が続きましたが、皆さまのご協力と努力により制限が緩和され、よ

うやく明るい兆しを感じることができました。未だ予断を許さない状況ではございますが、健康に気を付け

ながら人との繋がりを一層大切にし、協力会社の皆様ともより良い仕事が出来るよう尽力して参ります。

まだまだご迷惑をおかけするかと思いますが、本年もご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

工事営業部 水町 泰

新年、明けましておめでとうございます。

2024年は「十干十二支」でいうと、41番目にあたる「甲辰(きのえたつ)」です。

「甲」は十干の始まりにあたり、生命や物事の始まりを意味します。

「辰」は草木が伸長し、形が整い、活気にあふれている様子を表します。

「甲」と「辰」の合わさる「甲辰」である2024年は、これからの成長をさらに形作っていく年ということでしょ

うか。

画竜点睛を欠くことのないよう、良い仕事を残せるよう頑張りたいと思います。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

工事営業部 鈴木 浩介
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新年あけましておめでとうございます。

今年の始まりは北陸地震、2日には羽田空港の飛行機火災と多難な始まりとなりましたが、めげずに頑張りましょう。

さて令和6年の建設業はかなり多忙な年になると思われますが、安全第一で行きたいと思っています。私もあと何

年頑張れるかわかりませんが、微力ながら皆様の力になれるよう頑張りますので今年も宜しくお願い致します。

技術顧問 神尾 幸二

旧年中は多大なるご尽力をいただき､誠にありがとうございました。

本年も宜しくお願い申し上げます。

年頭から悲しいニュースが続いてしまいました。

石川県では最大震度7を記録する甚大災害が発生し､今も懸命の救助活動が続けられています。

また､羽田空港では災害支援の航空機と旅客機との接触事故が発生しました。

被害に遭われた方々には深く哀悼の意を表します。

私達も他人事ではなく､明日は我が身と思い日々の暮らし・作業の中で災害・事故に対する意識を高め､備える必

要があると感じました。

さて､今年は辰年です。

運気が上がっていき物事を掴めると言われています。

私自身も成長できるよう､より一層努力していく所存でございますので､変わらぬ御指導を賜りますよう､宜しくお

願い申し上げます。

終わりに､皆様のご健勝と益々のご発展を心よりお祈り申し上げまして新年のご挨拶とさせていただきます。ご安

全に。

工事営業部 主任 関口 晃平

新年明けましておめでとうございます。

平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。

年始と共に「令和６年能登半島地震」又、「羽田空港衝突事故」と悲しい出来事からの始まりとなってしまいました。

心からお悔やみ申し上げます。

今年は辰年です。辰、すなわち竜は、皆さんも耳にした事はあると思いますが、鯉が滝を昇り竜に変わるといった

話もあるように十二支の中で最も縁起の良い干支とされており、運気が上昇して夢が叶いやすい年と言われてい

ます。 竜の如く勢いよく昇り続けて行きましょう。

希望に満ちた輝かしい年を迎えるにあたりまして、皆様のご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げます。

工事営業部 部長 中田 克美

新年あけましておめでとうございます。

旧年中は、多大なるご尽力をいただき誠にありがとうございました。

初めに、本年１月１日に発生した「令和６年能登半島地震」の被害によって、お亡くなりになられた方に謹んでお悔や

みを申し上げるとともに、被害に遭われたすべての方々に心からお見舞いを申し上げます。

昨年同様に資材価格の高止まりや人手不足が続く中、今年の4月より残業上限規制が実施されます。 また今年は

東京都心の大型物件のほか、北海道や九州地方にも大型の半導体工場の建設が控えており、かなりの繁忙になると

予想されます。

まずはしっかりと準備をして生産性を上げていきたいと考えておりますので、何卒変わらぬご愛顧を賜りますようお

願い申し上げます。 今年も皆様方におかれまして、健康で素晴らしい一年になることをご祈念いたしまして、ご挨拶

に代えさせていただきます。本年もよろしくお願いいたします。

専務取締役 関口 浩司


